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委
員
会
が
平
成
30
年
３
月
に
ま
と
め
た

報
告
書
で
は
、
被
災
自
治
体
や
避
難
者

支
援
で
評
価
で
き
る
点
は
「
発
災
直
後

か
ら
庁
内
関
係
部
局
職
員
で
支
援
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
迅

速
な
支
援
に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど
。
一

方
で
派
遣
要
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
も

抽
出
さ
れ
た
。
結
果
を
踏
ま
え
平
成
30

年
５
月
の
地
域
防
災
計
画
改
定
で
、
県

庁
全
部
局
で
構
成
す
る
被
災
者
支
援
チ

ー
ム
の
設
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

福
岡
市
や
北
九
州
市

が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
を
開

始
。
県
も
制
度
創
設

や
条
例
制
定
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

制
度
を
創
設
し
た
自
治
体
の
運
用

状
況
や
課
題
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

仮
に
県
が
導
入
し
た
際
、
市
町
村
が
県

の
制
度
を
適
用
し
市
町
村
営
住
宅
へ
の

入
居
な
ど
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

可
能
か
判
断
す
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ

て
違
い
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

う
し
た
課
題
も
踏
ま
え
引
き
続
き
研
究

を
行
う
。
性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
国
の
法
制
化
の
動

向
等
も
注
視
し
考
え
て
い
く
。

県
内
の
港
湾
の
活
用

促
進
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ　

港
湾
の
活
用
促
進
は
地
域
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
県
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
広
報
等
で
港
湾
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
、
各
港
湾
管
理
者
も
地
元
市

町
や
商
工
会
議
所
な
ど
を
通
じ
て
船
主

等
に
利
用
促
進
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

福
岡
県
港
湾
協
会
も
両
政
令
市
や
地
元

市
町
と
連
携
し
、
航
路
、
岸
壁
、
ふ
頭

用
地
等
の
港
湾
施
設
等
の
整
備
や
支
援

を
国
に
要
望
す
る
な
ど
、
機
能
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

豚
コ
レ
ラ
の
防
疫
対

策
に
つ
い
て
。

Ａ　

昨
年
９
月
の
岐
阜
県
で
の
発
生
を

受
け
、
県
は
「
豚
コ
レ
ラ
緊
急
防
疫
対

策
会
議
」
を
開
催
。
今
年
９
月
13
日
に

関
東
ま
で
発
生
が
広
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
改
め
て
同
会
議
を
開
催
し
、
さ
ら

な
る
防
疫
対
策
の
徹
底
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
本
県
で
発
生
し
た
場
合
に
備
え

て
、
家
畜
の
殺
処
分
や
防
疫
作
業
員
の

輸
送
等
の
迅
速
な
初
動
体
制
を
取
る
た

め
、
県
獣
医
師
会
や
県
バ
ス
協
会
な
ど

と
防
疫
協
定
を
締
結
し
た
。
さ
ら
に
本

県
で
初
め
て
、
10
月
２
日
に
筑
後
市
で

県
域
防
疫
演
習
を
行
う
。

遷せ
ん
え
ん
せ
い

延
性
意
識
障
が
い

者
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
。

Ａ　

病
院
を
退
院
す
る
際
に
は
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
に
応
じ
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場
合
は
相

談
支
援
事
業
所
で
相
談
支
援
専
門
員
が

相
談
を
受
け
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

て
い
る
。
し
か
し
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
と
指
摘
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
専
門

相
談
窓
口
を
併
せ
て
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
、
市
町
村
等
を
通
じ
て

配
布
す
る
こ
と
で
、
ご
家
族
に
必
要
な

情
報
が
届
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

※
遷
延
性
意
識
障
が
い
者
：
病
気
や
事
故
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
で
脳
に
損
傷
を
受
け
、
３
カ
月

以
上
に
わ
た
っ
て
「
自
立
移
動
が
不
可
能
」
な

ど
の
項
目
を
満
た
す
状
態
に
あ
る
人
。
生
活
全

般
に
常
時
、
看
護
・
介
助
が
必
要
と
さ
れ
る
。

浄
化
槽
台
帳
の
整
備

と
協
議
会
の
活
用
に

つ
い
て
。

Ａ　

県
は
設
置
者
、
設
置
場
所
、
処
理

対
象
人
員
を
示
す
人に

ん
そ
う槽

な
ど
設
置
情
報

を
記
載
し
た
浄
化
槽
台
帳
を
整
備
し
て

い
る
。
今
回
の
浄
化
槽
法
改
正
で
、
浄

化
槽
の
維
持
管
理
に
関
す
る
情
報
全
般

が
対
象
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
指
定
検
査
機
関
、
保
守
点
検
業

者
、
清
掃
業
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
保
有
す

る
情
報
を
定
期
的
に
県
に
報
告
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
関
係
者

を
含
め
た
協
議
会
を
設
置
し
、
協
議
を

行
い
整
備
を
図
る
。ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
（
Ｕ
Ｄ
）
フ

ォ
ン
ト
の
取
り
組
み

と
今
後
の
方
針
を
問

う
。

Ａ　

小
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校
で
は

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
な
ど
、
よ
り
読
み
や
す

い
字
体
の
使
用
で
児
童
生
徒
の
理
解
が

深
ま
り
、
学
習
意
欲
が
高
ま
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
立
特
別
支

援
学
校
で
は
、
学
校
全
体
あ
る
い
は
教

職
員
が
使
用
字
体
に
つ
い
て
配
慮
し
て

い
る
。Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
の
採
用
を
含
め
、

児
童
生
徒
の
障
が
い
や
特
性
、
使
用
目

的
な
ど
に
応
じ
、
文
章
表
現
や
文
字
の

形
・
大
き
さ
・
色
・
行
間
な
ど
を
工
夫

す
る
重
要
性
を
啓
発
し
て
い
く
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
：
誰
に
と
っ

て
も
読
み
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ
た
字
体
の
こ
と
。

県
立
特
別
支
援
学
校

の
看
護
職
員
の
配
置

基
準
と
処
遇
改
善
に

つ
い
て
。

Ａ　

平
成
30
年
度
に
、
医
療
的
ケ
ア
児

童
５
人
に
つ
き
１
人
の
配
置
基
準
か

ら
、
学
校
ご
と
の
医
療
的
ケ
ア
の
内
容

や
頻
度
に
応
じ
て
配
置
数
を
算
定
す
る

方
式
に
改
善
し
た
。
来
年
度
か
ら
の
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
で
、
看
護

職
員
に
期
末
手
当
等
の
支
給
が
可
能
に

な
る
予
定
。
今
後
と
も
医
療
的
ケ
ア
の

適
切
な
実
施
の
た
め
、
学
校
現
場
の
意

見
や
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
看
護
職
員
が

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。福

祉
避
難
所
に
重
症

心
身
障
が
い
児
者
を

受
け
入
れ
る
場
合
の

整
備
の
確
保
や
専
門

職
配
置
、及
び
開
設
時
の
伝
達
に
つ
い
て
。

Ａ　

福
祉
避
難
所
は
、
一
般
的
な
避
難

所
で
は
生
活
に
支
障
を
き
た
す
要
配
慮

者
の
た
め
の
二
次
避
難
所
で
、
市
町
村

が
指
定
し
、県
内
に
６
１
７
カ
所
あ
る
。

そ
の
う
ち
１
６
５
カ
所
に
非
常
用
電
源

が
設
置
さ
れ
、
医
師
ま
た
は
看
護
師
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
市
町
村
は
あ
ら
か

じ
め
福
祉
避
難
所
に
関
す
る
情
報
を
広

く
住
民
に
周
知
し
、
さ
ら
に
災
害
が
発

生
し
開
設
し
た
際
に
も
、
速
や
か
に
周

知
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

久
留
米
市
に
住
所
を

有
す
る
知
的
障
が
い

児
童
生
徒
の
就
学
に

つ
い
て
。
弾
力
的
な

対
応
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

現
在
、
久
留
米
市
に
住
所
を
有
し

知
的
障
が
い
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
児
童
生

徒
は
、
原
則
久
留
米
特
別
支
援
学
校
が

就
学
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。た
だ
し
、

児
童
生
徒
の
障
が
い
の
状
態
や
家
庭
の

事
情
な
ど
を
個
別
に
判
断
し
、
通
学
が

著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
県

立
特
別
支
援
学
校
を
就
学
校
と
し
て
指

定
す
る
弾
力
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て

改
め
て
久
留
米
市
と
協
議
し
て
い
く
。

外
国
人
労
働
者
受
入

れ
企
業
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
。

Ａ　

企
業
が
外
国
人
の
雇
用
に
関
わ
る

制
度
を
正
し
く
理
解
し
、
外
国
人
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
て

い
け
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
「
外
国
人

材
受
入
れ
企
業
支
援
事
業
」
を
実
施
。

特
定
技
能
や
技
能
実
習
の
制
度
や
外
国

人
材
の
定
着
、
能
力
開
発
の
た
め
の
職

場
環
境
整
備
等
に
つ
い
て
、
企
業
の
個

別
相
談
に
応
じ
、
必
要
が
あ
れ
ば
出
入

国
在
留
管
理
局
な
ど
専
門
機
関
に
つ
な

ぐ
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
県
内
４

地
域
で
講
習
会
も
開
く
予
定
。

福
岡
市
を
含
め
、
国

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

拠
点
都
市
事
業
に
立

候
補
を
検
討
し
て
い

る
自
治
体
と
連
携
す
べ
き
だ
。

Ａ　

こ
の
事
業
は
、
国
の
発
表
に
よ
れ

ば
「
世
界
と
戦
え
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
創
出
」
が
可
能
な
都
市
を
数
カ
所
選

定
し
、
規
制
緩
和
や
起
業
家
、
投
資
家

の
招
致
な
ど
官
民
挙
げ
て
集
中
支
援
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。現
段
階
で
、選
定
は

都
市
、
ま
た
は
都
道
府
県
と
都
市
の
連

携
を
想
定
し
、
具
体
的
な
公
募
対
象
者

や
支
援
内
容
は
検
討
中
と
の
こ
と
。
県

は
こ
れ
ま
で
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
実

績
も
踏
ま
え
、
対
応
を
考
え
て
い
く
。

大
雨
に
よ
る
有
明
海

の
漁
業
へ
の
影
響

や
、
気
象
変
動
に
対

応
し
た
ノ
リ
養
殖
技

術
の
開
発
に
つ
い
て
。

Ａ　

８
月
の
大
雨
で
有
明
海
に
流
れ
込

ん
だ
大
量
の
ご
み
や
流
木
を
、
県
で
は

９
月
３
日
、
福
岡
有
明
海
漁
連
や
関
係

４
市
と
一
斉
清
掃
し
、
約
３
５
０
立
方

㍍
の
ご
み
を
回
収
し
た
。
今
回
の
大
雨

に
よ
る
ア
サ
リ
の
大
量
死
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
調
査
は
継
続
す
る
。
養
殖

技
術
開
発
に
つ
い
て
は
、
県
が
昨
年
度

開
発
し
た
種
の
育
成
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
技
術
の
講
習
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
個
別
に
助
言
・
指
導
を
行
う
。

農
業
保
険
の
中
で
も

収
入
保
険
制
度
を
よ

り
よ
い
制
度
と
す
る

た
め
に
は
、
農
家
の

要
望
を
反
映
し
た
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
が
。

Ａ　

こ
の
制
度
は
補
償
の
範
囲
が
農
業

収
入
全
体
を
対
象
と
し
、
過
去
５
年
間

の
平
均
収
入
の
最
大
81
％
ま
で
補
塡て

ん

す

る
が
、
農
家
か
ら
「
保
険
料
が
高
い
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
県

は
全
国
知
事
会
等
を
通
じ
国
に
見
直
し

を
要
望
。
国
は
来
年
１
月
か
ら
補
塡
率

を
36
％
、
27
％
、
18
％
と
低
く
設
定
す

る
代
わ
り
に
保
険
料
を
安
く
抑
え
る
メ

ニ
ュ
ー
を
追
加
す
る
。
今
後
も
意
見
把

握
に
努
め
る
。

「
ス
マ
ー
ト
自
治
体
」

へ
の
取
り
組
み
と
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
導
入
に
つ
い

て
。

Ａ　

本
県
で
は
、「
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
」、「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」、「
Ａ
Ｉ
会

議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
」
等
を
導
入

し
、
業
務
の
迅
速
化
・
効
率
化
を
図
っ

て
い
る
。Ｒ
Ｐ
Ａ
は
24
時
間
稼
働
で
き
、

人
よ
り
高
速
か
つ
正
確
に
作
業
で
き
る

た
め
、
デ
ー
タ
量
の
多
い
定
型
的
な
業

務
で
は
作
業
時
間
の
削
減
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。
現
在
、
先
行
県
等
か
ら
情
報

を
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
導
入
し
た
場
合
の
費
用
対
効
果
な
ど

を
研
究
し
て
い
く
。

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
：「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略
。
人
間
が
行
っ
て

き
た
定
型
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
に
代
行
さ
せ
自
動
化
す
る
こ
と
。

新開 昌彦
（福岡市早良区）

渡辺 美穂
（太宰府市）

大塚 勝利
（福岡市東区）

緑
友
会

山本 耕一
（北九州市若松区）

公
明
党

吉田 宣弘
（久留米市）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

西尾 耕治
（糟屋郡）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

江口 善明
（久留米市）

小河 誠嗣
（うきは市）

堀　 大助
（行橋市）

椛島 德博
（柳川市）

吉田 浩一
（福津市）

福
尽
会

髙橋 義彦
（飯塚市・嘉穂郡）

政
義
会


